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出
席
者
は
、
興
和
建
設
の
渡

邉
愼
司
・
代
表
取
締
役
、
日
建

の
入
江
秀
治
・
取
締
役
統
括
部

長
、
渡
辺
市
長
、
廣
橋
美
帆
副

市
長
、
曽
田
智
生
・
総
務
部

長
、
兵
頭
雅
宏
・
資
産
管
理
部

長
、
寺
田
巧
実
・
都
市
整
備
部

長
な
ど
。
ま
た
、
小
磯
洋
子
・

契
約
検
査
課
長
が
進
行
役
を
務

め
た
。

　
表
彰
状
授
与
、
記
念
撮
影
、

渡
辺
市
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
の

後
、
渡
邉
代
表
取
締
役
が
受
賞

者
代
表
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
渡
邉
代
表
取
締
役
は
「
優
良

建
設
工
事
表
彰
を
い
た
だ
け
た

興和建設と日建が受賞
木更津市優良建設工事表彰

　
10
年
ぶ
り
と
な
っ
た
木
更
津
市
優
良
建
設
工
事
表
彰
で
、
「
Ｒ
６
道
路
排
水
施
設
築
造
工

事
（
中
野
畑
沢
線
桜
井
工
区
）
」
お
よ
び
「
Ｒ
６
歩
道
改
良
工
事
（
市
道
２
６
０
号
線
）
」

を
完
成
さ
せ
た
興
和
建
設
と
、
「
波
岡
中
学
校
校
舎
長
寿
命
化
及
び
ト
イ
レ
改
修
等
工
事

（
建
築
）
」
を
手
掛
け
た
日
建
が
受
賞
の
栄
に
浴
し
た
。
16
日
に
市
役
所
駅
前
庁
舎
で
開
催

さ
れ
た
表
彰
式
で
、
渡
辺
芳
邦
市
長
は
「
久
し
ぶ
り
の
表
彰
と
な
っ
た
。
今
後
も
現
場
代
理

人
、
市
職
員
の
努
力
を
し
っ
か
り
と
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
高
い
工
事

成
績
評
定
点
を
獲
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
信
頼
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

10
年
ぶ
り
開
催

の
は
、
現
場
代
理
人
の
努
力
だ

け
で
な
く
、
発
注
者
側
の
担
当

者
の
助
け
が
あ
っ
て
の
こ
と
」

と
の
見
解
を
示
し
、
「
今
後
も

共
に
良
い
イ
ン
フ
ラ
を
築
い
て

い
け
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て

　
本
日
、
表
彰
す
る
建
設
工
事

は
、
２
０
２
５
年
度
に
竣
工
し

た
97
件
の
中
か
ら
厳
正
に
審
査

し
、
選
定
し
た
道
路
工
事
２

件
、
建
築
工
事
１
件
。

　
道
路
工
事
は
、
桜
井
地
区
か

ら
港
南
台
地
区
を
結
ぶ
都
市
計

画
道
路
中
野
畑
沢
線
桜
井
工
区

の
整
備
を
進
め
る
上
で
必
要
な

道
路
排
水
施
設
築
造
工
事
な
ら

び
に
、
木
更
津
駅
西
口
か
ら
木

更
津
港
ま
で
続
く
富
士
見
通
り

の
歩
道
改
良
工
事
。
ま
た
、
建

築
工
事
は
、
大
久
保
地
区
に
所

在
す
る
波
岡
中
学
校
の
長
寿
命

化
お
よ
び
ト
イ
レ
改
修
工
事
だ

っ
た
。

　
道
路
や
学
校
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
は
、
市
民
生
活
を

支
え
る
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、
そ
の
利
便
性
や
機
能

性
の
向
上
、
さ
ら
に
は
適
正
な

維
持
管
理
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
の
度
、
表
彰
を
受
け
る
皆

さ
ま
は
、
特
に
優
良
な
建
設
工

事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
他

の
模
範
と
な
る
。
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
。

　
今
後
と
も
、
優
れ
た
技
術
と

豊
富
な
経
験
を
存
分
に
発
揮

し
、
地
域
建
設
業
の
さ
ら
な
る

発
展
と
市
の
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
、
よ
り
一
層
の
力

添
え
を
賜
り
た
い
。

【
工
事
場
所
】
桜
井
８
３
７
地

先【
工
事
場
所
】
富
士
見
２
―
３

地
先

【
工
期
】
２
０
２
５
年
３
月
31

日
〜
26
年
２
月
27
日

【
契
約
金
額
】
１
億
４
９
９
３

【
工
事
場
所
】
大
久
保
３
―
９

―
１

【
工
期
】
２
０
２
３
年
12
月
13

Ｒ
６
道
路
排
水
施
設
築
造
工
事（
中
野
畑
沢
線
桜
井
工
区
）

興
和
建
設 

株
式
会
社

Ｒ
６
歩
道
改
良
工
事（
市
道
２
６
０
号
線
）

興
和
建
設 

株
式
会
社

波
岡
中
学
校
校
舎
長
寿
命
化
及
び
ト
イ
レ
改
修
等
工
事（
建
築
）

日
建 

株
式
会
社

完成完成完成

【
工
期
】
２
０
２
４
年
11
月
21

日
〜
26
年
１
月
９
日

【
契
約
金
額
】
１
億
４
８
３
７

万
４
６
０
０
円

【
評
定
点
】
85
点

【
工
事
概
要
】
調
整
池
築
造
１

か
所

　
▽
掘
削
＝
Ｖ
１
万
１
０
０
㎥

▽
矢
板
＝
Ｎ
１
０
７
枚
▽
床
掘

＝
Ｖ
１
２
５
０
㎥

【
表
彰
理
由
】
現
場
の
進
捗
に

合
わ
せ
、
綿
密
に
協
議
を
重
ね

て
適
切
に
現
場
管
理
を
行
い
、

非
常
に
優
れ
た
出
来
形
お
よ
び

出
来
栄
え
を
実
現
し
た
。
ま

た
、
近
隣
住
民
に
対
し
て
丁
寧

な
説
明
を
行
い
、
適
切
な
対
応

を
図
る
と
と
も
に
、
品
質
管
理

お
よ
び
安
全
衛
生
に
関
し
て
工

夫
し
、
他
の
模
範
と
な
っ
た
。

万
５
５
０
０
円

【
評
定
点
】
85
点

【
工
事
概
要
】
工
事
延
長
Ｌ
２

９
２
・
２
ｍ

　
▽
街
渠
側
溝
布
設
＝
Ｌ
４
６

６
ｍ
▽
街
渠
側
溝
桝
据
え
付
け

＝
Ｎ
30
基
▽
歩
車
道
境
界
ブ
ロ

ッ
ク
設
置
＝
Ｌ
５
８
６
ｍ
▽
消

音
型
側
溝
布
設
＝
Ｌ
４
８
９
ｍ

▽
消
音
型
側
溝
桝
据
え
付
け
＝

Ｎ
15
基
▽
集
水
桝
据
え
付
け
＝

Ｎ
９
基
▽
路
盤
工
＝
Ａ
１
７
９

０
㎡
▽
表
層
工
＝
Ａ
１
５
８
１

㎡
▽
視
覚
障
害
者
誘
導
ブ
ロ
ッ

ク
設
置
＝
Ａ
２
１
２
㎡
▽
車
止

め
設
置
＝
Ｎ
64
本
―
な
ど

【
表
彰
理
由
】
沿
道
に
商
業
店

舗
や
住
宅
が
立
ち
並
び
、
さ
ま

ざ
ま
な
調
整
が
必
要
だ
っ
た

が
、
適
切
に
現
場
管
理
を
行
っ

た
。
沿
道
の
商
業
店
舗
や
近
隣

住
民
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
を

実
施
し
、
適
切
な
対
応
を
図
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
と
良
好

な
関
係
を
構
築
。
円
滑
に
施
工

を
行
い
、他
の
模
範
と
な
っ
た
。

日
〜
26
年
２
月
27
日

【
契
約
金
額
】
５
億
３
７
９
１

万
５
４
０
０
円

【
評
定
点
】
81
点

【
工
事
概
要
】
長
寿
命
化
工
事

　
▽
屋
上
防
水
▽
外
壁
改
修
▽

建
具
改
修
▽
設
備
・
電
気
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
更
新
に
伴

う
改
修

　
ト
イ
レ
改
修

　
▽
和
式
を
洋
式
へ
全
面
改
修

▽
多
目
的
ト
イ
レ
（
１
室
）
の

設
置

【
表
彰
理
由
】
各
種
施
工
段
階

で
綿
密
に
協
議
を
重
ね
、
騒
音

振
動
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
創
意
工
夫
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
学
校
行
事
な
ど
に
適

切
に
対
応
し
た
。
適
切
な
施
工

管
理
に
よ
り
、
優
れ
た
出
来

形
、
出
来
栄
え
を
実
現
し
、
他

の
模
範
と
な
っ
た
。

（
前
列
左
か
ら
）
渡
辺
市
長
、
渡
邉
代
表
取
締
役
、
入
江
取
締

役
、
廣
橋
副
市
長
、
（
後
列
左
か
ら
）
寺
田
部
長
、
曽
田
部

長
、
兵
頭
部
長

い
き
た
い
」
と
引
き
締
め
た
。

　
表
彰
は
、
市
発
注
工
事
に
お

け
る
施
工
意
欲
と
施
工
品
質
の

向
上
が
目
的
。
表
彰
年
度
の
前

年
度
に
完
成
し
た
設
計
金
額
１

３
０
万
円
以
上
の
工
事
の
中
か

ら
、
工
事
成
績
評
定
点
81
点
以

上
で
誠
実
に
施
工
さ
れ
、
施
工

技
術
が
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
も
の
を
対
象
と
し
て
選
定
し

て
い
る
。

　
今
回
の
表
彰
対
象
は
、
25
年

度
に
完
成
し
た
97
件
の
工
事
の

中
か
ら
選
定
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献

　
渡
辺
芳
邦
市
長
あ
い
さ
つ

　
（
一
社
）
千
葉
県
建
設
業
協

会
銚
子
支
部
（
今
井
敏
春
支
部

長
）
と
銚
子
市
（
越
川
信
一
市

長
）
と
の
「
地
震
・
風
水
害
・

そ
の
他
の
災
害
応
急
対
策
に
関

す
る
業
務
協
定
締
結
式
」
が
22

日
、
銚
子
市
役
所
の
名
誉
参
与

員
室
で
開
か
れ
た
。
協
定
の
趣

旨
は
、
銚
子
市
内
で
地
震
・
風

水
害
・
そ
の
他
の
災
害
が
発
生

し
た
際
に
、
そ
の
被
害
把
握
、

応
急
措
置
な
ど
を
銚
子
支
部
会

員
が
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
。

　
同
業
務
協
定
締
結
式
に
は
、

千
建
協
銚
子
支
部
か
ら
今
井
支

部
長
を
は
じ
め
、
田
杭
義
規
副

支
部
長
、
山
﨑
守
理
事
の
３

銚
子
支
部
と
銚
子
市
が
災
害
協
定 

市
民
の
命
と
暮
ら
し
守
る

　
自
主
的
判
断
で
業
務
遂
行

時
に
は
迅
速
な
初
動
対
応
と
応

急
復
旧
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
」
と
述
べ
る
と
と
も
に

「
市
民
が
一
日
で
も
早
く
、
安

全
・
安
心
な
生
活
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
に
、
支
部
会
員
全
員
が

一
丸
と
な
り
使
命
を
果
た
し
て

い
く
」
と
し
た
。

　
さ
ら
に
「
今
後
と
も
銚
子
市

と
の
信
頼
関
係
を
さ
ら
に
深
め

て
、
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
く
の
で
、
引

き
続
き
指
導
と
協
力
を
賜
り
た

い
」
と
述
べ
、
あ
い
さ
つ
と
し

た
。迅

速
な
初
動
対
応
と

被
害
の
軽
減
に
期
待

　
同
じ
く
、
越
川
市
長
は
「
銚

子
支
部
会
員
の
み
な
さ
ん
に

は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
災
害

復
旧
な
ど
で
協
力
を
い
た
だ
い

た
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
今
井

支
部
長
か
ら
「
地
域
の
安
全
・

安
心
を
支
え
る
地
域
の
守
り
手

と
し
て
全
力
を
尽
く
す
と
い

う
、
大
変
あ
り
が
た
く
心
強
い

言
葉
を
頂
戴
し
た
」
と
言
明
。

　
近
年
は
地
震
・
洪
水
・
台
風

・
豪
雨
な
ど
、
自
然
災
害
が
大

変
頻
発
化
・
大
規
模
化
し
て
い

る
状
況
に
つ
い
て
は
「
そ
の
中

で
市
民
の
安
全
を
守
り
、
早
期

に
復
旧
復
興
を
行
う
た
め
に

は
、
行
政
の
み
の
力
で
は
限
界

が
あ
る
」
と
し
「
専
門
知
識
と

技
術
を
持
つ
銚
子
支
部
の
み
な

さ
ん
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

る
」
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
被
害
状
況
の
把
握
を

は
じ
め
応
急
措
置
、
応
急
復
旧

工
事
な
ど
、
協
力
内
容
が
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
に
は
「
特
に
情

報
や
連
絡
が
困
難
な
中
で
、
支

部
会
員
の
自
主
的
な
判
断
で
業

務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

迅
速
な
初
動
対
応
が
図
ら
れ
、

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
に
繋
が

る
と
感
じ
る
」
と
指
摘
。

　
さ
ら
に
、
災
害
発
生
直
後
は

重
機
や
資
材
の
確
保
が
必
要
と

な
る
こ
と
に
は
「
支
部
会
員
が

所
有
す
る
建
設
機
械
や
資
材
を

迅
速
に
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
救
援
活
動
や
応
急
復
旧
活

動
を
円
滑
に
迅
速
に
進
め
る
う

え
で
大
変
大
き
な
力
と
な
り
、

心
強
い
限
り
で
あ
る
」
と
述

べ
、
協
定
締
結
に
関
す
る
感
謝

の
あ
い
さ
つ
と
し
た
。

　
記
念
撮
影
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
県
庁
（
県
土
整
備
部
）
を

退
職
し
て
昨
年
８
月
に
副
市
長

に
就
任
し
た
山
口
氏
が
、
同
じ

く
昨
年
行
っ
た
銚
子
支
部
と
銚

子
市
と
の
意
見
交
換
会
の
際

に
、
銚
子
市
は
海
や
山
な
ど
に

面
す
る
地
形
上
な
ど
の
問
題
か

ら
災
害
が
多
い
地
域
で
あ
る
指

摘
を
受
け
た
こ
と
に
言
及
。

　
自
然
災
害
が
頻
発
・
激
甚
化

す
る
近
年
に
お
い
て
は
、
市
民

の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に

も
「
銚
子
市
も
早
く
災
害
協
定

を
結
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
の

銚
子
支
部
か
ら
の
申
し
出
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
後
さ
ら

に
意
見
交
換
を
重
ね
て
、
こ
の

日
の
業
務
協
定
の
締
結
に
至
っ

た
い
き
さ
つ
を
明
か
し
た
。

協定書確認・著名後に（前列左から）山﨑理事、田杭副
支部長、今井支部長、越川市長、山口副市長、山田総務
課長、（後列左から）谷下田土木室副主幹、仲村土木室
長、山口都市整備課長

今
井
支
部
長（
左
）と
越
川
市
長

に
よ
る
協
定
書
確
認
・
著
名

人
、
銚
子
市
か
ら
は
越
川
市
長

を
は
じ
め
、
山
口
浩
副
市
長
、

山
田
浩
史
総
務
課
長
、
山
口
貴

弘
都
市
整
備
課
長
、
仲
村
光
正

土
木
室
長
、
谷
下
田
明
土
木
室

副
主
幹
の
６
人
が
出
席
し
た
。

最
後
ま
で
地
域
支
え

守
り
手
の
誇
り
持
つ

　
協
定
締
結
に
先
立
ち
、
千
建

協
銚
子
支
部
の
今
井
支
部
長
は

「
本
日
は
こ
の
よ
う
な
災
害
応

急
対
応
に
関
す
る
業
務
協
定
を

締
結
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、

大
変
意
義
深
く
感
じ
て
い
る
」

と
言
明
。

　
近
年
は
地
震
や
台
風
、
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
が
全
国
各
地

で
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
私
た
ち
建
設
業
は
道
路
や
河

川
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
整

備
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
災
害

時
に
は
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
」
と
し
、
災
害
が
起
き
た
時

に
は
「
誰
よ
り
も
早
く
現
場
に

向
か
い
、
最
後
ま
で
地
域
を
支

え
る
と
い
う
『
地
域
の
守
り

手
』
で
あ
る
と
い
う
誇
り
を
持

っ
て
い
る
」
と
強
調
。
「
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
こ
こ

で
約
束
す
る
」
と
断
言
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
協
定
締
結
に

よ
り
「
銚
子
市
と
千
葉
県
建
設

業
協
会
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、
災
害


